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研究成果概要 

環境変動は森林生態系の炭素循環に大きな影響を及ぼすと考えられている．温暖化の生

態系に対する影響は冷涼な気象条件の高緯度，高標高ほど，その影響が大きいと考えら

れている．申請者たちのこれまでの研究から，乗鞍岳の５標高（1600，2000，2300，

2500，2800m）において，高い標高ほど地上部の現存量と生産量が減少することが明ら

かになっている．土壌呼吸速度（根の呼吸＋土壌微生物の呼吸）も測定しており，高標

高ほど低いことが，今までの研究から明らかになっている．しかし，夏の根重量あたり

の土壌呼吸速度は，高標高で高い傾向がみられた．このことから，植物の成長可能な期

間は高標高ほど短いものの，成長期間あたりの生産量は高いことが予測される．そこで，

この研究では，地下部の生産量を標高傾度にそって比較することを目的とする． 

 乗鞍岳の５標高（1600，2000，2300，2500m）において，コアサンプリングによって

調べた根のバイオマスは標高とは明瞭な関係は見られなかった．どの標高でも，全土壌

呼吸速度, 土壌微生物の呼吸速度(HR), 根の呼吸速度(AR)は地温と正の相関があり，土

壌水分とは明瞭な関係はなかった．ARは HRよりも地温への応答が高い傾向があった．

根の重量あたりの AR は地温と正の相関があり，高い標高ほど，その応答が高い傾向が

見られた（つまり，地温に対する ARの傾きが大きい）．以上のことから，高標高ほど植

物の成長期間は短いものの，成長期間中の根の活性は高いことが示唆された． 
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